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まず始めに、「2035年の当社のありたい姿」についてご説明する。
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当社は戦後の日本経済の発展の中で、主に産業向けのビジネスを中心に業容を拡
大してきた。

エンジアリング力を高めるとともに、海外展開を進めるお客さまと伴走する形で、
グローバルビジネスを展開。その中で地域密着型のグローバルネットワークを確
立した。

それらが大気社独自の強みであり、今もなお、その強みのもと、堅調な業績を維
持している。

社会はサステナビリティの潮流の中、脱炭素化に向けたグリーン化とDXの先に
あるスマート（ファクトリー）化が加速していく。

冒頭でご説明の通り、当社が取り組んできたことが社会の持続可能性を追求する
事業であることを再認識し、当社の飛躍的成⾧を実現するために「2035年のあ
りたい姿」を設定した。
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2035年のありたい姿を「Be Engineering for a Sustainable Society」と定めた。

次頁以降で具体的にご説明する。
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2035年のありたい姿の実現に向けて、「Innovative Engineering」、「Global 
Inclusion」の２つの戦略指針を設定した。
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｢持続可能な社会の構築」に貢献する企業になる1つ目の戦略指針は、
「Innovative Engineering」である。

当社が⾧年注力してきた産業領域では、カーボンニュートラル、工場のスマート
化（デジタルツイン）が加速していく。それらに対して、最適なソリューション
提案を行う企業となるべく「Design, Build & Care」の追求を行っていく。

従来の請負工事を主体としたビジネスモデルから、新技術の開発、デザインの提
案、施工、アフターケアまで一貫したサービスを提供することで、新たな価値を
生むビジネスモデルにシフトする。
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2つ目は、「Global Inclusion」である。当社の強みであるグローバルネットワー
クを現地に根差した形でさらに深化させていく。

そこでは、当社の技術力の源泉である研究開発施設においてもグローバルな展開
を図り、共創と技術の見える化を推進していく。

さらに、当社の経営目標達成のために、何事もオープンマインドで受け入れ、
チャレンジする企業文化を培ってきた「Open Challenge & Quick Response」
という標語を改めて掲げ、グループ全体に浸透を図る。
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次に、「１０年プラン」の「目標とマイルストーン」についてご説明する。
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「１０年プラン」の最終年の目標は、規模の拡大を目指し、完成工事高で5,000
億円、資本効率を追求しROE１２%、安定配当を維持しDOE５％を掲げる。

当社の使命である社会課題の解決に貢献することを通じて、今回掲げた目標を達
成することで当社の経済的価値を倍増させ、企業価値を高めていく。
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当頁では、さきほど掲げた10年後の財務目標に加えて、そのマイルストーンと
して、今期から始まる新中期経営計画と、2029年3月期から始まる次期中期経営
計画の目標を記載の通り掲げた。

株主還元について、まずDOEに関しては、各中期経営計画期間の初年度から記
載の通り、段階的な引き上げを実施する。

自己株式取得に関しては、新中期経営計画で年間５０億円、３年間合計で１５０
億円実施する。

政策保有株式については、引き続き縮減を進め、新中期経営計画の最終年にあた
る２０２８年３月期までに、対純資産比率１５％以下とすることを目標に掲げた。

また、非財務目標に関しては、前中期経営計画から継続して、CO2排出量の削減
目標に加え、2025年3月末時点で在籍している当社グループの従業員5,267名か
ら、10年後には7,200名に増加させる予定である。
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当頁では、「１０年プラン」のスタートとなる新中期経営計画のキャッシュアロ
ケーションについてご説明する。

記載しているキャッシュインを活用し、事業を飛躍的に成⾧させる成⾧投資と、
DOE水準の向上に加え自己株式取得も積極的に行い、株主還元を充実させる。

成⾧投資は前中期経営計画の200億円という目標から、380億円に増額し、M&A
や業務資本提携などのキャピタルアロケーションに220億円を投じるなど、適切
に配分することで成⾧戦略を実行していく。

12



©Taikisha Ltd.

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

当頁では、「事業成⾧」の考え方についてご説明する。

完成工事高5,000億円という目標は、既存顧客への既存事業での成⾧のみでは達
成が難しく、非連続な成⾧を取り込むことで初めて達成ができる。
ほぼ現在の完成工事高を倍増させる目標設定であり、これに向けて果敢にチャレ
ンジする、ということである。

従来の環境システム事業と塗装システム事業の持つ既存ビジネスを「コア事業」、
それらの既存事業を新規顧客・新領域に展開する「成⾧事業」、さらに環境シス
テム事業、塗装システム事業に次ぐ、「第三の事業の柱」の開発に挑戦する「新
規事業」の３つに区分した。
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ここからは、「１０年プラン」の達成に向けた成⾧戦略の焦点についてご説明す
る。
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当頁では、当社が考える８つの戦略的焦点を記載している。

次頁以降で、順番にご説明する。
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事業戦略は３つの戦略的焦点からなる。

1つ目は、成⾧産業への積極展開であり、当社として、市場の成⾧性と当社の市
場競争力を勘案し、「半導体・電子部品」、「モビリティ、」「バッテリー」、
「バイオ・医薬品」、「データセンター」の５つを重点注力市場に据えた。

2つ目は、グローバルな地域戦略であり、収益性の安定した国内市場で確かな成
果を挙げつつ、成⾧性の高い海外市場で飛躍的な成⾧を目指す。

3つ目は、非日系企業の開拓であり、当社の技術力と課題解決力を理解してもら
うために、顧客の要求に応える技術力だけではなく、「コンカレントな開発体
制」を確立し、顧客に見て試して感じてもらう。

その方策として、R＆D施設のグローバル展開により、共創と技術の見える化を
推進していく。

16



©Taikisha Ltd.

GX DX
Green Factory ／ Smart Factory

Green Transformation Digital Transformation

次の戦略的焦点は、技術戦略としての「知的資本」の増強である。

両事業で培ってきたCO2削減に貢献する技術と、塗装システム事業で培ってきた
ファクトリーオートメーション技術を掛け合わせることで、広範な産業領域の
「グリーン化」と「スマート化」に貢献していく。
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次の戦略的焦点は、「人的資本」の増強である。

グローバルな売上規模拡大を目指す上で、グローバルな人的資本が競争力の源泉
であるという考えのもと、エンジアリング強化とグローバル化対応力の強化を推
進する。

同時に、BIMDX推進による生産性向上、建築設備のユニット化・モジュール化
などを通してビジネスプロセスの合理・効率化を図っていく。
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次の戦略的焦点は、２つの「経営基盤」の強化の施策からなる。

1つ目は、事業推進・モニタリング体制の強化である。成⾧戦略会議やデジタル
イノベーション委員会の新設、デジタル戦略委員会の機能強化、ROIC経営のグ
ループ全体への浸透等により、事業推進とモニタリング体制を強化する。

2つ目は、グローバルなガバナンスの強化である。
「グローバル共通システム基盤」の導入や、「ITガバナンス体制」の強化、
2025年3月期に新設した「アセアン地域管理部」などを通じ、グローバルなガバ
ナンスの強化を図る。
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DX Digital Transformation

8つ目の最後の戦略的焦点は、DX戦略である。

当社はDX戦略を通し、お客様のスマート化とグリーン化の実現に貢献すること
を目指す。

足元からは、既存業務のデジタル化、見積・設計・施工業務のデジタル化、BIM
を活用した工程、コスト管理による自動化領域の拡大を図る。

それらのデータ蓄積を通してプラットフォーム化を図り、それをグローバルに展
開していく。

蓄積したデータを活用し、EMS（エネルギーマネジメントシステム）、デジタ
ルツイン活用、工場の完全自動化など新たな価値の提供を見据えていく。

グローバルな展開力とファクトリーオートメーションの深化は当社の大きな差別
化と捉えている。

次頁以降の説明は割愛する。

「１０年プラン」のご説明は以上。
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Green Factory ／ Smart Factory
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による最適化の実運用適用
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IR

TEL 03-5338-5052 FAX 03-5338-5195
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